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箭山会福岡支部の平成 18年度の活動状況
月 /日 行 事 な ど 場 所 参加者など
4月 14日 第 12回福岡北九州支部ゴルフ会 周防灘ゴルフクラブ 25名
5月 20日 第 39回福岡支部総会 ソラリア西鉄ホテル 64名
6月 10日 関東支部総会 日立金属高輸和彊館 福岡から祝電
9月 2日 北九州支部総会 このみ倶楽部 8名 (福岡 )
9月 30日 関西支部総会 ハー トンホテル心斎橋 2名 (福岡 )
10月 29日 秋の唐津日帰り旅行 曹津城内閣 17名
1月 0日 第 13回福岡北九州支部ゴルフ会 昔宮ゴルフクラブ 22名
1月 日 母校創立 90周年記念式典 中津商業高校 3名 (福岡 )
1月 8日 箭山会本部総会 ケ

‐
ラント
‐
フ
。
ラサ
・r11=ホテル )名 (福岡 )

2月 7日 沖代会 アークホテル博多 22名
3月 8日 IT分科会 平和楼天神 3名

役

福岡支部長

市丸幸子 (38回生 )

福岡支部総会開 く

第 39回福岡支部総会は平成 18年 5月 20日 (上 )、
ソラリア西鉄ホテルにおいて、母校、本部、関西支部、

北九州支部、如水会福岡支部の役員及び会員の皆様の

ご出席を賜り盛大に開催されました。

また、昨年 11月には母校創立 90周年の式典に出席
させていただきました。その厳粛な式典の中に母校の

歴史の重さをしみじみと実感いたしました。今年は福

岡支部総会 40回という節目の年を迎えます。福岡支
部活性化のために新しい会員の方々との連携を取るこ

とが何よりの課題です。このたび発行された同窓会名

簿より福岡在住の新しい会員の方へ総会のご案内をさ

せていただきました。今年の総会にぜひご参加いただ

きたくお待ちいたしております。福岡支部のこの一年

の活動は別記の通りです。会員の皆様、役員の方々の

ご協力のもと各活動を終えることが出来ましたこと、

心より感謝申し上げます。
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5月 12日 6月 6日 8月 31日 11月 6日 2月 17日
ソラリア西鉄 H
12名
総会準備

アサヒビール園
11名

新役員と行事計画

酔灯屋
7名
旅行打合せ

ちゃんこ若
10名
BF編集会議

アークH
16名

新役員選任ほか

本部・各支部・会

本部支部名 会長・支部長 所在地 事務局長
新山会本部 除永勇治 (46回生 ) 中津市 桝川貞夫 (46回生 )
舅東支部 花水正平 (39回生) 蹟浜市 宿利敏夫 (36回生 )
調西支部 村上太志 (44回生 ) 大阪市 森重 武 (39回生 )
福岡支部 市丸幸子 (38回生 ) 福岡市 渡辺 隆 143回生 )
北九州支部 森 誠二 (37回生) 北九州市 度辺健司 (43回生 )
星窓会 」J本幸夫 (39回生 ) 中津市
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沖代会 役員会と合同開催

沖代会・役員会と合同開催することに .¨

去る平成 19年 2月 17日、沖代会が支部役員会のメンバー

を交え開かれました。長老を交えて福岡支部の音話など和気

あいあいの楽しいひと時でした。沖代会も設立時のメンバー

の高齢化で渡邊会長はじめ現役員顧間の方々 6名、最高齢の

大石さんのご出席をいただき、役員会のメンバーを入れ参加

者 22名でした。集まったのはほぼ役員会のメンバーだけと
なり、沖代会としてはそろそろ解散したいとのことで、皆さ

んのご同意も得られました。最終的には次の総会に図ること

になります。福岡支部顧間の枠を歴代役員全員に対象を増や

し、年に一・三度役員会との懇親会として開いてはどうかの

ご提案がありましたので、さっそく検討します。

1111母校創立90周年記念式典

世話人 稲尾公朗 (40回生 )

て
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同窓会をはじめ色々な場面で校歌

もなく大分県立中津第二高等学校

(我々の在学期間だけで終わりまし

た)の名前校章が表に出なくて寂し

い思いをしてきました。しかし当

日記念誌を拝見して目に付いたの

が沿革に大分県立中津第二高等学校の文字と写真がはっきりと

掲載されているのを見て感動しました。この思いは同級生全員

思つていたことだと思います。ここに沿革と写真 (我々自慢の

校合と伝統的な大運動会の応援団やぐら)を掲載して同級生に

も伝えたいと思い投稿いたします。記念式典に OBの出席が少

ないので寂しい思いをいたしました。経費の都合もあるとは思

いますが。広い会場に 100人の OBが出席していればもっと

雰囲気が違ったと思いました。

一熙

梶屋 孝太郎 (33回生 )

大分県立中津商業高等学校創立 90周年記念式典に出席して感

動した。大正 5年に設立されて以来諸先輩方々のご苦労、そし

て戦後再び大分県立中津商業高等学校が誕生するまでのご苦労

の真っ只中、昭和 23年 4月 1日、出来たての大分県立中津第
二高等学校に私が入学できたことに運命を感じます。これまで

――一大分県立中津商業高等学校 沿  革 ―――

大正5年 6月 21日 中津町立中津商業学校を中津町片端に設立する。

大正 11年 6月 14日 中津BIr大塚町 5番地の新校合に移転する。

昭和6年 4月 17日  県に移管され、人分県立中津商業学校と改称する。

昭和9年 6月 21日 創立20周年記念式ならびに新築校舎落成祝賀式を挙行する。

昭和 11年 11月 3日 校歌制定式を挙行する。上屋文明 作詞・山田耕作作曲

昭和 15年 5月 21日 創立25周年配念式典を挙行する。

昭和 19年 3月 24日 大分県立中津工業学校が中津市大塚町5番地に設置されたので

生徒募集を停止する。

昭和 21年 4月 1日 中津市立商業学校を中津市三ノ丁に設置する。旧武徳殿 2学級

昭和 21年 5月 15日 第1回入学式及び開校式を三ノT仮校舎 (旧武徳殿 2学級)

にて挙行する。

昭和 22年 4月 5日

昭和 23年 3月 31日

昭和 23年 4月 1日

昭和 23年 4月 17日

昭和 24年 4月 7日

昭和 26年 4月 1日

昭和 27年 3月 5日

昭和 31年 10月 13日

校舎を中津市牛神町 (中津市立第3中学校 5学級借用)に移転する。

学制改革により中津市立中津商業学校廃止となる。

学制改革により、3月 31日 をもって大分県立中津工業学校、

中津市立商業学校を廃上し、前 2校を統合して大分県立中津

第二高等学校を中津市大塚町5番地に設置する。

大塚町校合を工業科、牛神町校舎を商業科とする。

開校式を挙行する。設置課程機械・冶金・土木・商業

商業科を牛神町校舎より大塚町校合に移転する。

大分県立中津東高等学校と改称する。

校歌制定 (作詞 大悟法利雄 作曲 清瀬保二)

創立40周年記念祭を催す

(財 )YFU国際交流 高校生交換留学支援
代表 久 恒 喜 成 (28回 生 )
福岡百道浜 電話 :092-831-2989

日本食品機 あらびき大将
取締役副社長 梶屋 孝太郎 (33回生 )
古賀市青柳 電話 :092-942-6100

協賛広告ありがとうございます
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箭山会本部総合にな加膨て 相部 喜久代 (50回生 )

去る平成 18年 11月 18日 (土)15:00～グランプラザ中 実行委員長の国分重喜さんを始め、
津ホテルに於いて、箭山会本部の総会が参加者 250名の許開か 多くの委員達のお陰で懇親会はスム
れました。母校glJ立 9o周年にあたるこの記念すべき年に、幸運 ―ズに進行、例年と違い「祝吟」や
にも 50回生 (昭和 43年卒)が幹事当番となり感激です。

響 :「ll.:‐
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平成 18年 9月 30日 (土)箭山会関西
支部の総会が大阪市心斎橋のハー トンホテ

ル心斎橋別館で開かれました。総員 32名、

本部から松屋会長、神田校長、合林元校長、

キングレコー ドの歌手末次恵子さん、福岡

支部から梶屋孝太郎顧問と筆者井上慎一が

初参加で出席しました。

市丸福岡支部長の祝辞を梶屋顧間が代読するなどし総会の盛り

上げに一役買い、関西支部は村上支部長をはじめ名司会者が懇親

会の運営を仕切り、末次さんが花を添え盛会裡にお開きと成りま

した。会員 500名 に対し32名 の出席、どこも参加者集めに苦

「箭山会北九州支部第 9回総会」盛会裏に開催される

平成 18年 9月 2日 (土 )北九州支部

総会が小倉このみ倶楽部で60名余の出

席者のもと盛会裏に開催された。北九州

支部森支部長の挨拶は低迷する景気にち

よつと辛日の話、本部松屋会長及び神田

校長から母校 90周年記念ほかの力強い

話、そして福岡支部からは市丸支部長、

梶屋顧間はじめ多数出席して花を添え

尚倍道一座 博多大道芸
世話人 椛 田 義 富 (44回 生 )
福岡百道浜 電話 :092-831-2989

尚倍道一座「南京玉簾」が披露され、

場が一段と華やかさを増したよ

T■
=ぅ
でした。閉会の言葉を読み上
げた次期幹事当番 (51回卒)へ
バトンタッチが行われ、平成 18年度の箭山会・懇親会は無

事に幕を開じた。懇親会後には幹事当番 50回生だけの記
念写真を撮り二次会へと移動、卒業後 39年振りの会話がこ

の日一番のご馳走となり、時間が止まって欲しいと感じた

のは私一人では無かったようです。それぞれが次回の再会

を約束しながら、なおEllれを情しみつつ会場を後にしまし

た。最後に、この日の為に頑張ってくれた素晴らしい同期

会の皆様に心から厚くお礼を申し上げます。

井上 慎― (37回生 )

労しているようで、魅力ある同窓会となるよう福岡支部も工

夫が必要と感じました。

椛田 義富 (44回生 )

た。 議事はスムーズに進行し総会の後は、恒例の懇親会に移
って和やかな歓談飲食そして余興。あちこちで 18歳時代の笑
い声が倶楽部の天丼にこだましていた。今回の支部総会のテー

マは「ややまの集い あの時の 18歳に会いに来た」であった。
ちよっぴり胸をキュンとさせるような横断幕が用意され、参加

者の皆様方が′らなしか紅顔の美少年・美少女達に見えたのは気

のせいばかりではなかったように思う。

北九州支部の益々のご発展をお祈り申し上げます

祝 福岡支部 40周年
IT基地幹事相部喜久代 (50回生 )
大宰府 電話 :092-923-0311

平成18年層

関西支部総会に初参加

一―一一 協賛広告ありがとうございます
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第 43番札所明石寺へ歯長峠超え

平成 11年 5月 14日快晴。明石寺 (めいせきじ)へは国鉄

利用を変更して歯長峠に挑戦する。 42番オL所仏木寺バス停を

出て 2k位の処 標高 200mを 目指し頂上と思われるとこか
ら坂道を降りたら立派な歩道に出た。歯長峠が本来の遍路道、

「苦を取るか、楽を取るか、胸三寸の断」と書かれていた。私

は躊躇なく遍路道を選んだ。歯長峠がすぐそこにあった。何と

そこは75度の傾斜面もあり鉄鎖がジグザグ状に張り巡らされ

ていた。右手にしっかりと鉄鎖を握り、左手に金剛杖 15kg
弱の荷物を身につけて、一心不乱に無我夢中で頂上を目指し登

って行った。途中の景色も鉄鎖が何処まであったのかも、記憶

にない。実際は四つん這いになって登

り、草茫々の中に四国電力の送電用の

鉄塔を見た時にホッとしたのが実際で

ある。鉄塔の近くの小さな祠に一礼を

して先を急いだ。鉄塔を過ぎた辺りか

ら、路面は浸食流失しており、反対側

の杉木立の根元に黒い土を残して、濠

のようになっていた。15m位下って、
左側に草に覆われた頑丈な道を発見し

足を伸ばせば豊かな唐津

恒例の旅行会は去る 10月 29日 (土 )、 新しいお友達も参加

され総員 17名、唐津に美味しい海の幸を

求めて出かけました。それぞれ博多駅、天

神駅、姪浜駅で列車に合流して、汽車ぽつ

ぽの歌の「今は山中、今は浜」の景色を眺

めながら一路唐津へ 1時間。到着後、先ず

唐津城へ、楓の紅葉初めた階段を登り、快

晴の天守閣からの眺めは 360度 の大パ
ノラマです。お城の真ん前 2キロほどに高

島の宝当神社があります。昼食はお風呂も

利用できる城内閣ホテル。烏賊とヒラメの

フルコースを前に、「風呂の用意が出来て

いますよ―」の声など聞こえる訳がありま

せん。全員が食事に没頭、私事ですが60
年近くも美味しいものを食べてきたはずな

のに、一向に食欲だけは衰えない。「やっ

た。下る一方で歩調を延ばし、か

なり下ったと思われるところで突 ■■|
‐

然三方を水田に囲まれた農家の廃屋の裏に出た。上の歩道を行く。

数十歩して大きな川に出た。宇和川の鉄橋が完成していた。今護

岸工事の最中であつた。対岸に板が貼り付けられ標識案内板に明

石寺 8k、 歯長峠3kとあった。 5k地点で下の二本の舗装道路

と合流し右に大きくカーブし、さらに2k行くと今度は左に大き

くカーブし、 lk行 くと大きな坂道となる。右側の小峰 300m
に広大な寺城を思わせる大きな屋敷の寺社が現れた。明石寺であ

る。納経所経由で元に戻ると最初の右カーブを突っ切ると卯え町

の市街地に出る。本日宿泊の松屋旅館も卯え町駅も近くにあった。

今 日の疲れ と

明 日朝の松山

行きは、松山か

ら 15kの 標
高 720m久 万

行長距離バス

旅行、巡礼山路

を考 えて早め

にジにに京尤く。

富原常雄 (46回生 )

ぱぁ唐津じゃねえ」と舌鼓でした。酒が入る

ほどに休憩時間も延長して中津弁で大いに歓

談。午後からの海の観

光クルージングは、翌

日、『全国豊かな海づくり大会』に天皇陛

下のご臨席が予定され、残念ながら中止さ

れ、代りに近くの元炭鉱主の旧高取家住宅

(重文 )を見学して、唐津くんち曳山展示

場の山車を見学、唐津神社への参拝などを

しました。中には、海上タクシーを利用し

て宝当神社へ夢を求めて渡る者数名、唐津

焼を求めて窯元へ行く人など、唐津の歴史

や産物に触れた一日でした。帰りの電車の

中は、小学校の遠足さながら、本当に楽し

い楽しい旅となりました。皆様お疲れ様で

した、平成 19年も企画をよろしくお願い

致します。

清 瀧  環境と健康を考える
代表者 瀧上 憲司 (41回生 )
筑紫野二日市 電話:092-925-0070

(有 )江副商店 畳・襖・障子張替
ごろ寝サポート江副 節子 (41回生 )

福岡原 電話 :092-871-5253

協賛広告ありがとうございます
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重童麗 轟艦動躇糞為院で鰤巾彗ぎ蜀ます
谷川和子 (38回生 )

琴古流尺八師範の大石虚童氏こと大石正美氏 (94歳・ 14回生 )
には、昨年 11月両国国技館において、日本民謡協会から民謡功

労賞を受賞されました。民謡功労賞は初代筑紫支部長として 18
年間の民謡、民舞の研究指導普及・協会の運営発展に多大の貢献

をされたと、して表彰されたもの

です。去る 1月 4日、ホテルセン

トラーザ博多で受賞記念祝賀会が

130名 の出席者のもと盛大に開
かれました。私も三味線を習って

いる関係で協会の一員として出席

させていただきました。大石先生

は母校の先輩にも当たり、箭山会

福岡支部同窓会では先生の尺八に

合わせ民

謡を歌わ

せていた

だきまし

た。大石

先輩の尺

八との出会いは 20歳の時、高校の先生の尺八を聞き、
いたく感動し始められたそうで、戦中戦後今日まで続け

てこられたお陰で、元気で居れるとおっしゃっていまし

た。先輩は何時も背筋を伸ばしお歳とは思えない程お元

気です。今でもホンダドリームオートバイに乗りお稽古

指導に回つておられるそうです。そのパワーは何処から

来るのでしょうか。敬服いたします。

碕臀之鰤晰兆驀輻餡
われらが学窓を離れたのは、不況のど真ん中、就職難の昭和 30
年であった。空腹を抱えての通学は、大半下駄履きであった。ズッ

ク通学の規定違反で、週一回の朝ネLでは下駄履きの者にビンタ

が飛んで来たことなど、同期会での話題は尽きない。さて、平成

16年 5月 の卒業 50周年記念一泊同期会 (於別府)に次いで、

古稀同期会を平成 18年 6月、若宮市グリーンヒル若宮で同じく
一泊どまりで実施となった。同期会を開くつど卒業以来の初参加

者が見られ、懐かしい対面に感激する。過年度は主として、中津

在住の同級生が世話人となっていたが、今回は北九州在住の有志

で企画された。当初 60名弱の申込であったが、
I

体調不良など結局、恩師榎本・合林両先生を含 :

め 53名 (男 37名女 14名 )と なった。中に
は不参加ながら寸志を送ってくる者、趣味で作っ

たぐい飲み茶碗 40個の差入など、各位の協力
あっての同期会であることが嬉しい。カラオケ

大会を含め夜の 12時頃まで騒ぎ、更に世話人
の部屋で二次会と遅い者で床に就いたのは午前

2時を回つていた。翌日は梅雨の最中の青天に

意まれ、ゴルフ班と観光班 (関門レトロ見物)

に別れ、楽しく遊んで散会となった。なお、宴会の様子はすべて

一時間もののDVDに収録し、参加者全員に配布したことが、殊
のほか好評であった。卒業以来苦節半世紀を過ぎたが、物故者も

北九州支部 瀬口 巌 (37回生)

20数名になっている。世話人
の一人も昨年 2月 に癌を患い、

余命 3ケ月と宣告されながら、

同期会・同世話人の打ち上げ、

珠算部の懇親会等に参加され、

同年 11月 黄泉路に旅立った。各位のご冥福をお祈りしま

す。次回は卒業 55周年記念 (平成 21年)が企画されて
いる。この紙面を借りて元気での再会を誓い 37回生諸氏
の「たそがれ人生」に乾杯したい。

37回生古稀同期会記念写真

筆者 :瀬口 巌氏は前から3段目左端の方です

≒
:

日本民謡協会 前筑紫野支部長 口民謡教室
琴古流尺ノ喘 南 大 石 虚 童 (14回 生 )
大宰府水城 電話 :092-922-1830

祝 ベス トフレンズ 6号発刊
顧間監査吉井 陽二 (37回生)
福岡平尾 電話 :092-531-2024

協賛広告ありがとうございます
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英会話教室のアメリカ人教師の引率で 10名のグループで `05

年 10月中旬、ニューヨーク、ボストン、ワシントン、シカゴヘの

アメリカ東部の旅行に出かけました。

【ニューヨーク】成田空港より約 12時間、ケネディ空港へ。現地

は夕方で4連泊するウエリントンホテルペ直行、ニューヨークでの

第一歩を夜の街へと出かけました。賑やかな

活気に満ち溢れた街並み、華やかなネオン、人、

人の波、眠らない街を実感。 2日 目は待望
のプロー ドウェーヘ、長蛇の列に並びチケッ

トを購入し歴史を感じるマジェスティック劇

場で「オペラ座の怪人」を鑑賞。言葉は分からなくともストーリー

は知っており舞台装置、衣装、歌声、

感情の表現すべてに感動し、劇場

を出る時は時差ボケも解消してい

ました。 3日 目はメトロポリタ
ン美術館へ。その広さ展示の多さ、

絵画の迫力、何れも素晴らしく鑑賞の 3時間

はあつという間に過ぎました。午後は三階建

バスに乗り市内の街並みを楽しみダウンタウ

ンヘと回り、帰路は地下鉄に乗リホテルヘ帰

■:1毒‐
=1‐

,匿1詰
その日は早朝 7時、姪浜魚市場前集合で、常連の釣仲間の熊埜御

堂、吉井、井上の 3名。船主は熊さんのお友達の藤原さん、吾々に

は生涯無縁の純自のレジャーボート「やまと号」に乗り込み出発。

この日の釣り場は釣公園の沖合 1.5k、 姪浜から 10分ほどで到着。

すでにたくさんの釣船来ておりあちこちで銀鱗が太陽に光っていま

す。魚群探知機を覗い

ていた藤原さんが「あ !

おるおる」鯵が群がっ

ているのです。船上は

急に忙しくなり、アン

カーを投げ、餌を取り

出し、生賽を開く、熊

さんは忙しく手伝いますが吉井さんと私はボーツと見ているだけ

「本当に俺たちは役に立たんなあ・・」。仕掛は一番下に 20号の錘、

その上に網かど、さらに大型のサビキ仕掛、何と針の大きさは 13号、

ハリス 4号、これなら何でも釣上げられる仕掛です。まず網かごに

一一 協賛広告ありがとうございます 一――

箭山会 同窓会でお待ちしております
福岡支部長 市 丸 幸 子 (38回生 )
福岡香椎浜 電話 :092-671-2775

⑥

りました。 4日 目は超高層ビル

のエンパイヤステートビルの86階

へ。午後は9.11のテロの跡地の

グランドゼロヘ、次に船に乗り自由

の女神を見学。【ボストン】 5日 目

は次の訪間地ボストンヘ。ローガン空港到着後、ポイントシェラト

ンホテルヘ。 6日 目はリビエラ海岸、魔女の館、JoFケネディラ
イブラリーヘレンタカーでドライプ。ちょうどハローウインの時期

で各家々の玄関や庭の飾り付けが目をひきつけました。【ワシント

ン】 7日 目はワシントンヘ。ホテルよリホワイトハウスまでは素

晴らしい建物が立ち並び、公園も多くの野生リスが跳びはね、想像

以上に美しい街並みでした。 8日

目朝は早起きして観光バス 9時間コ

ースの出発です。ジョージワシント

ンが45年間住んでいた家、リンカ

―ン広場、ワシントンモニュメント、アーリントン墓地等を回りま

した。 9日 目も国会議事堂、博物館等を見学、特に国会議事堂の

内部の壁画は素晴らしく又歴代大統領の等身大の銅像石像がドーム

手    の周りに立ち並び圧巻でした。 10日 目はワ

=二
五曇』:. シントンよリシカゴ、そして成田国際空港へ、

11葬
分曖嘉:帰

路は生徒だけで帰国のため、いろいろとあ

りましたが英会話の実習が出来たと自信をつ

けた方、自信をなくした方、一生に三度とな

い素敵な経験と思い出が出来た旅でした。

井上慎一 137回生 )

冷凍アミを詰込みドボーンと落し込む、底に着くや大きくシャクる、

撒餌が散らばり鯵がサビキ針に食いつく。そ―れ来たという調子で

魚が次々と上がってくる。時には一度に 2尾 3尾と掛かる。その内

に魚ではなく人間が針に掛かる。服やシャツに釣針が掛かるとなか

なか抜けない。ギューと引っ張って面倒だから服の方をハサミで切

|る。当然ながら服に穴

が開く。故に釣りに行

く時は、ボロ服に限る。

その内汐が変って魚が

居ても釣れなくなる。

帰る潮時。道具をたた

観み釣った魚の始末。藤

原さんは軍手をはめ釣った魚の首をポキポキと折って血抜き。これ

をやるかやらないかで味に大きな差が出るのです。本当にピンから

キリまでお世話になりました。当日の晩酌の酒量が倍になったこと

は言うまでもありません。写真は鳥賊釣のものですが、悪しからず。

硼
全
Efi魯奮量[し1縫皇iti:

カラーアナリス ト 葉 石 Jlヽ百 合

福岡屋形原 電話 :080-5262-1450

蟷=鷺i



⑦

去る 11月 10日 (金 )「箭山会福岡・北九州支部合同ゴルフ会」

が若宮ゴルフクラブで、福岡・北九州支部・本部からの参加

者をカロえ、総勢 22名参加あり,終日和気議々に開催されま

優勝者 :長野茂氏は後列左 6番目の方です    ~

奎讐
==|=1■
 |    |

≡,い絵私の一号―絵
平成 9年頃のある日、ある郵便局で「絵手紙教室を開講」と言う

見慣れないポスターに目を引かれた。そこに添付されていた小さ

なハガキ (Flサイズ)に、勢いや温かさが満ちていたのには大
いに驚いた。字ばかりの便りよりも遥かに良い ?と、早速絵手紙

もどきを描いて “女房"に出したらこれが結構受けた。その頃大

先輩から頂いた、石川健二先生著「妻への絵手紙三千通」と言う

本も絵手紙挑戦のフォロー・ウインドとなり、今では早や六千枚

を越すに至っている。石川先生に倣って、私も絵手紙を描いたら

必ず一枚は切手を貼って女房に出し、夫婦生活の潤滑油にしてい

手紙 を 自分

流に “心絵 "

と呼ぶ こと

にした。心を

込めて描 く、

心 を込 めて

送 る、 そ し

稲尾公朗 140回生 )

した。表彰ならびに懇親会は場所を変え、 [スコーレ若宮]で執

り行い、同窓の親睦を大いに深めました。前回ならび今回の入賞

者は、下記のとおりでした。賞品には毎回日本食品の梶屋孝太郎

様 (33回生)から「あらびき大将」のご提供戴き,参加者全員
から感謝戴いております。本当にありがとうございました。次回

以降も春秋の年 2回開催していますので、多数の皆様のご参加を

お待ちしています。福岡北九州合同ゴルフ会 世話人 :福岡支部
稲尾公朗 (40回生 )

「健康と元気」 優勝の弁 本部 長野茂 (37回生)
同期の古希の会、箭山会ゴルフ会とも若宮ゴルフクラブで二度も

プレーすることが出来、その上優勝の栄誉に輝き、光栄の到りで

あります。一緒にプレーさせていただいた皆様方に大変感謝して

おります。青空の下、広いフェアウェーに白球がぶっ飛ぶ時の爽

快感は、元気でなければ出来ないスポーツです。私も古希を迎え、

これからも健康に留意し、まだまだゴルフを楽しみたいと思って

おります。箭山会ゴルフ同好会の末永いご発展をお

祈りします。お世話いただいた関係者に厚くお礼申

し上げす。本当にありがとうございました。

椛田義富 (44回生)

てまた心を頂く。そんな願いを込めて描く心の絵は、正に「一

号一絵」。お役立ちとボランティアをモットーに、仲間達と

一緒にその一時を自分流に楽しんでいる。作品が完成すると

言う喜びもさることながら、手を動かし口を動かすので老化

遅延策にもなる。そのうえアフター・クラスの一杯は私にとっ

ては触れ合いの楽しい場であり、生きている喜びを実感する

場でもある。それでは心絵の′己、得 (こ ころえ)三点をご紹介

しましょう。

① 何でもモチーフ、心を込めて描こう。
② 季節感を出そう。
③ リズム・強弱をつけ思っている以上に大きく、
大きく描こう。

嬉しい出会いもちょっと悲しい出会いも、出会いは正に「一

期一会」です。私の心絵はその感動を表す縁 (えにし)の「一

号一絵」なのです。さあご一緒に “心絵"を始めてみましょ

う。奥様・旦那様あるいは想う方々に、小さなハガキで大き

な愛情を !届けてみませんか。

幸 洋 商 事 鶴 (日 立直系 )人 材派遣
九州営業所長 大 木 敦 夫 (43回生 )
福岡百道浜 電話 :092-844-7501

輸やず企画 不動産取引・管理
代表取締役 矢頭 慎― (44回生 )
福岡天神 電話 :092-741-2121

日『 平成 18年 4月 14 日 )18年 11 10日 く令ド)

周 防灘 ゴル フク ラブ 25′ 『ゴル フィ テブ 22′
桑原 正毅 :ラL37巨]` 茂 t署葛37[]ノ
市川末洋 :ラ札 46巨]ノ ワ ll員充 北ブL40回ピ

3 西都 降昭 :ラ亀46 EI` 夫 夜藝ll1 43[亘 Iノ
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協賛広告ありがとうございます
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【新役員紹介】

横松彙― (47回生・昭和 40年卒)

出身地 :中津市

住 所 :福岡市西区
勤務先 :需旭商会

趣 味 :川柳・ウオーキング・お酒

名  称 卒 役 職 氏 名 分 担 卒 役 職 氏 名 分 担

総 会 懇 親 会

支部長 市丸 幸子 総橋 冷事 矢頭 員一 余興担当

訓支部長 熊埜御堂康輝 役員会議長 冷事 富原 常雄 G幹事
40 副支部長 稲尾 公朗 沖・G世話人 冷事 城戸崎重夫 ベストフレンズ

副支部長 瀧上 憲司 余興責任者 幹事 腱松 員― ベストフレンズ

副支部長 大木 敦夫 総会責任者 幹事 lE部喜久代
「
基地管理者

監査 井上 慎― 幹事 中野久米夫

幹事 谷 J!| 和子 旅行世話人 幹事 武末 和子

幹事 井口 慶子 拌事 三好 ― 正

幹事 江副 節子 幹事 中島 直人

44 幹事 t田 義富 余興担当

蓋 査 監査 百井 陽 二 霞問 監査 井上 慎―

沖  代  会 会長 度邊 ―敏 頭間 置話人 履尾 公朗

ゴ ル  フ 会 会長 久恒 喜成 霞問 論事 菌原 常雄
40 世話人 願尾 公朗

T分 科 会 会長 腸屋孝太郎 霞問 冷事 lE部喜久代 T基地管理者
44 lP責任者 籠田 義富

旅  行  会 世話人 谷川 和子 事 相部喜久代

世話人 矢頭 撻―
ベス トフレンズ 隔集責任者 戒戸崎重夫 幹事 置松 艶 ―

文  芸  会 44 責任者 椛田 義富 47 幹事 横松 員―

事  務  局 事務局長 渡辺  隆 幹事 城戸崎重夫

中津城とさくら
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場
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日
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集
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城
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今
年
度
よ
リ
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
の
編
集
長
と

し
て
、
熊
埜
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堂
康
輝

（
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代
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後
を
引
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に
な
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ま
し
た
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ど
う
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よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
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ベ
ス
ト
フ
レ

ン
ズ
も
今
回
で
６
回
目
の
発
行
と
な
り
、
箭

山
会
福
岡
支
部
の
活
動
情
報
誌
と
し
て
会
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
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き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
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こ
れ
か
ら

も
ベ
ス
ト
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レ
ン
ズ
が
情
報
発
信
拠
点
と
な

り
会
員
の
皆
様
に

一
人
で
も
多
く
ご
利
用
頂

け
る
様
、
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
今

回
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ズ
に
寄
稿
に
ご
協
力
を
頂

い
た
会
員

の

皆
様

に
は
厚

く
お
礼
申
上

げ
ま
す
。

協賛広告ありがとうございます

飲むならタクシー、飲んだらタクシー

個人タクシー 三好 ―正 (55回生 )
福岡長住 電話 :090-8761-9322

経営のパー トナー 税務・経理支援
代表 城 戸 崎 重 夫 (47回生 )
福岡東区 電話 :090-4581-7676


